
地

域
神
奈
川

県
鎌
倉

市

坂
ノ
下
（
鎌
倉
市
道
〇
一
〇
e

〇

〇
〇
号
線
「
通
称
星
の
井
通
」
か

ら
北
側
部
分
に
限
る
。）

笹
目
町

佐
助
一
丁
目
（
鎌
倉
市
道
〇
二

七
e

〇
〇
〇
号
線
「
通
称
市
役
所

通
」
か
ら
南
側
部
分
及
び
鎌
倉
市

道
〇
三
一
e

〇
〇
〇
号
線
か
ら
西

側
部
分
に
限
る
。）

長
谷
一
丁
目

長
谷
二
丁
目

長
谷
三
丁
目

一
m

高
徳
院
周
辺
地
域

期

間
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
四
日
午
後
〇
時

か
ら
同
日
午
後
五
時
ま
で

長
谷
四
丁
目

由
比
ガ
浜
三
丁
目
（
鎌
倉
市
道
〇

〇
二
e

〇
一
八
号
線
及
び
鎌
倉
市

道
〇
〇
二
e

〇
二
八
号
線
か
ら
西

側
部
分
に
限
る
。）

側
端
の
一
方
の
み
が
右
の
区
域
に
含
ま

れ
る
道
路
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五

年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一

号
に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ

な
い
道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な
く
と

も
一
方
が
右
の
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区

間
並
び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に
接
す

る
交
差
点
。

長
谷
五
丁
目
（
鎌
倉
市
道
〇
二

七
e

〇
〇
〇
号
線
「
通
称
市
役
所

通
」
か
ら
南
側
部
分
に
限
る
。）

平成™™年˜˜月˜™日 金曜日 第œ›š�号官 報

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
八
百
八
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
日
光
市

山
久
保
一
四
八
九
の
二
・
一
四
九
〇
の
一
（
以
上
二
筆

に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
栃
木
県
庁
及

び
日
光
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
八
百
八
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

高
知
県
四
万
十

市
西
土
佐
橘
字
名
尻
山
一
一
七
〇
の
八
か
ら
一
一
七
〇

の
一
〇
ま
で
・
一
一
七
〇
の
一
五
・
字
大
川
平
山
一
一

七
一
の
八
・
一
一
七
一
の
一
〇
（
以
上
六
筆
国
有
林
）、

一
一
七
一
の
七

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
八
百
八
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県
美
作
市

入
田
字
古
家
ノ
谷
口
八
六
の
三

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
八
百
八
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

兵
庫
県
篠
山
市

栗
柄
字
杉
ヶ
谷
一
九
七
の
二
七
（
国
有
林
。
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
九
六
の
四
六
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）、
一
九
六
の
四
七

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

解
除
の
理
由

公
共
施
設
用
地
及
び
道
路
用
地
と
す

る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
兵
庫
県
庁
及

び
篠
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
八
百
九
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

愛
媛
県
南
宇
和

郡
愛
南
町
柏
一
一
一
四
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

林
道
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
は
愛
媛
県
庁
及

び
愛
南
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
八
百
九
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

愛
媛
県
上
浮
穴

郡
久
万
高
原
町
西
谷
字
中
久
保
七
八
二
八
の
二
（
国
有

林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
八
百
九
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

愛
媛
県
上
浮
穴

郡
久
万
高
原
町
日
野
浦
七
七
六
の
二
（
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
四
号

運
輸
審
議
会
一
般
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
八
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
運

輸
審
議
会
件
名
表
に
登
載
さ
れ
た
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

事
案
番
号

事
案
の
種
類

申
請
者

事
案

の
内

容
平
2
2

第
9
0
3
7号

混
雑
空
港
運
航

許
可

天
草
エ
ア
ラ
イ

ン
株
式
会
社

申
請
混
雑
空
港

大
阪
国
際
空
港

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計

画
の
変
更
を
認
可
及
び
承
認
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の

規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規

程
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

一

施
行
者
の
名
称

千
葉
県
及
び
独
立
行
政
法
人
都
市

再
生
機
構

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

昭
和
五
十
三
年

建
設
省
告
示
第
二
百
四
十
号
印
西
都
市
計
画
事
業
新
住

宅
市
街
地
開
発
事
業
千
葉
北
部
地
区
新
住
宅
市
街
地
開

発
事
業

三

事
業
施
行
期
間

自
昭
和
四
十
四
年
五
月
十
三
日
至

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

な
し

住
所
神
戸
市
垂
水
区
狩
口
台
７
丁
目
７
番
2
5号

E
幸
子
昭
和
4
7年
７
月
1
0日
生

E
三
枝
子
昭
和
4
9年
７
月
1
6日
生

E
景
子
昭
和
5
2年

1
1月

2
1日
生

住
所
神
戸
市
須
磨
区
白
川
台
３
丁
目
6
5番
地
1
7

金
祥
五
昭
和
2
0年

1
0月
３
日
生

夫
千
代
子
昭
和
2
0年
４
月
1
4日
生

金
眞
由
美
昭
和
5
1年

1
0月
８
日
生

住
所
兵
庫
県
洲
本
市
宇
山
３
丁
目
２
番
1
0号

金
好
寛
昭
和
4
8年
２
月
５
日
生

住
所
神
戸
市
Í
区
篠
原
南
町
７
丁
目
４
番
８
号

李
昭
秀
昭
和
3
7年
３
月
1
0日
生

住
所
神
戸
市
長
田
区
戸
崎
通
２
丁
目
８
番
４
号

林
光
子
昭
和
2
1年
６
月
1
6日
生

林
育
子
昭
和
5
0年
７
月
1
1日
生

住
所
神
戸
市
須
磨
区
常
盤
町
２
丁
目
４
番
７
号

林
仁
保
昭
和
4
9年
１
月
３
日
生

住
所
京
都
市
伏
見
区
羽
束
師
菱
川
町
6
6
1番
地
2
6

ã
秀
基
昭
和
4
6年
２
月
1
5日
生

〇
外
務
省
告
示
第
四
百
七
十
六
号

オ
バ
マ
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
の
神
奈
川
県
鎌
倉

市
訪
問
に
際
し
、
国
会
議
事
堂
等
周
辺
地
域
及
び
外
国
公

館
等
周
辺
地
域
の
静
穏
の
保
持
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六

十
三
年
法
律
第
九
十
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
左
記
の
地
域
を
「
外
国
公
館
等
周
辺
地
域
」
と
し
て

指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日

外
務
大
臣

前
原

誠
司

›
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